
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

共感度検索のための動画アノテーション分析

村上, 直至
九州大学情報基盤研究開発センター | 九州大学大学院システム情報科学研究府

伊東, 栄典
九州大学大学院システム情報科学研究府 | 九州大学情報基盤研究開発センター

https://hdl.handle.net/2324/17971

出版情報：FIT2010（第9回情報科学技術フォーラム）. (第2分冊), pp.343-348, 2010-08-20. 電子情報
通信学会, 情報処理学会
バージョン：
権利関係：



 

 

共感度検索のための動画アノテーション分析  
村上直至†	
 伊東栄典‡ 

九州大学 †大学院システム情報科学研究府	
 ‡情報基盤研究開発センター 
〒812-8581 福岡市東区箱崎 6-10-1 

E-mail: †2IE10081E@s.kyushu-u.ac.jp, ‡ito.eisuke.523@m.kyushu-u.ac.jp 

あらまし   近年，YouTubeやニコニコ動画などの利用者投稿型の動画サービスが人気である。動画には作成者に
よるタイトル名の他に，視聴者による各動画へタグ付けや動画コメントが付与される。ニコニコ動画では視聴回数

やマイリスト登録数等の付属情報も取得できる。これら多数の視聴者からの付加アノテーション情報は，視聴者の

動画に対する共感を含むため，folksonomyとして動画を特徴付けるマイニング資源に利用可能である。共感度を抽
出・定量化できれば，動画のランキング・推薦・分類に有効である。本研究では，ニコニコ動画を対象として利用

者投稿型の動画コンテンツに付随するタグやコメントの分析を行った。 
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Abstract  A lot of movie services are provided on the web such as YouTube, and Nicovideo. Nicovideo is a poplar movie 
uploading and streaming service in Japan. Movies are given not only metadata such as title, creator, upload date and movie 
length by the creator, but also a lot of annotation such as tags and comments by viewers. Nicovideo system provides number of 
replay and my-lists mark count, additionally. Those annotations may be used as folksonomy based data mining, because 
viewer may present his/her sympathy in annotation. In this paper, we analyzed annotations. We hope that sympathy analysis 
from movie annotation may can use for another ranking method. 
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1. はじめに  

近年，YouTube やニコニコ動画 [1][2]などの利
用者投稿型の動画サービスが人気である。動画に

は作成者によるタイトル名の他に，視聴者による

各動画へタグ付けや動画コメントが付与される。

ニコニコ動画では視聴回数やマイリスト登録数

等の付属情報も取得できる。  
ニコニコ動画は，独特なコメントシステムに

よって国内で人気を博している，視聴者投稿型の

動画コンテンツサービスである。動画へのコメン

ト投稿は，コンテンツの再生時間軸に沿って情報

が保存され，視聴者同士の擬似的な時間共有を可

能にした。ニコニコ動画のコメントシステムでは，

多数の人間が，多数のアノテーションを，それも

時にはコンテンツの 1秒に対して十数件もの密度
で付与している。過去，動画に対しこれほど多量

なアノテーションが付与されたことは無かった。 
2010 年 3 月末現在，ニコニコ動画はコメント情

報を積極的に検索システム等に利用していない。

代わりに，利用者により動画に付けられたタグ情

報を用いてコンテンツを分類し，「再生回数」や

「マイリスト登録数 (お気に入り数 )」といったコ
ンテンツの人気度によるランキングサービスで

各動画の重みを決め，動画検索を支援している。 
この，大人数が視聴する動画は視聴価値が高い

という手法では，小~中人数が深く楽しむコンテ

ンツに対し良い評価ができない。万人受けしない

コンテンツは，興味を持つ視聴者数が少ないため

視聴回数が上位にならず，上位でないために視聴

者がやはり増えないという悪循環に陥る。ニコニ

コ動画では 1日に数千件の動画が投稿されるため，
万人受けしない動画はすぐに数多くの動画コン

テンツの海に沈んでしまう。これを避けるには，



 

 

別の動画評価尺度が必要である。  
本研究では，多数の視聴者からの付加アノテー

ション情報は視聴者の動画に対する共感を含む

ため，folksonomy として動画を特徴付けるマイニ
ング資源に利用可能と考えている。アノテーショ

ンから視聴者が何に共感しているのかを汲み取

り，視聴者の共感度を抽出・定量化できれば，動

画のランキング・推薦・分類に有効であろう。  
本稿では，ニコニコ動画を対象として利用者投

稿型の動画コンテンツに付随するタグやコメン

トの分析結果を報告する。  
 

2. ニコニコ動画  

ニコニコ動画は 2006 年 12 月 12 日に運営を開
始した，視聴者投稿型の動画配信サービスである。

運営開始から 3 年で 350 万件を超える動画が投稿
されている。会員数は一般会員が 1410 万人，有
料会員数は 70 万人に上る [2]。  
類似サービスの YouTube と比べたニコニコ動

画の最大の特徴は独自のコメントシステムであ

る。動画のある再生時点に投稿されたコメントは，

コメント投稿者の再生時間に，動画再生画面上を

右から左に横切るように表示される。この仕組み

は，異なる場所と時間で動画再生していながらも，

まるで他の視聴者と一緒に動画を観ているかの

ような感覚を得る演出効果がある。  

2.1. 動画に付与されるアノテーション  

ニコニコ動画へ投稿された動画には，投稿者ア

カウント，動画 ID，タイトル，説明文，投稿日時，
タグ，サムネイル画像，動画の長さ，コメント，

再生回数，マイリスト登録数のデータが付与され

る。このうちタイトル，説明文，投稿日時，タグ

の一部，コメントの一部，サムネイル画像，動画

の長さ情報は投稿者が決定する。図１にアノテー

ションの概要を示す。  

 
図１  ニコニコ動画におけるアノテーション  
 

2.2. 動画の検索  

サイト内の動画にはキーワード，タグ，キー

ワードを含むタグの 3つの観点から検索を行うこ
とができる。キーワード検索は，動画投稿者が付

与するタイトルと説明文から検索絞込みができ，

見たいものが最初から分かっている場合に有用

である。タグ検索では，動画投稿者や視聴者が動

画に付与したタグが検索対象となる。視聴者は動

画への自由なタグ付けができるため，タグには集

合知による情報が付与されているため，キーワー

ド検索よりも柔軟に絞り込める利点がある。  
 

3. 「音楽」カテゴリ動画  

ここでは，分析の対象とした「音楽カテゴリ」

の動画について述べる。  
全動画（350 万件以上）の分析は困難であるた

め，本研究では「音楽」タグが付与された動画を

対象とした。ニコニコ動画では，代表的なタグが，

動画の大分類となるカテゴリタグに選ばれてお

り，「音楽」は最初のカテゴリタグである。動画

投稿者は，自分の動画を分類されやすくするため，

カテゴリタグをロック状態で（他者が編集出来な

い状態で）付与することが多い。  
2009 年 10 月 28 日より 11 月 5 日までの間，「音

楽」タグが付与された動画 373,265 件について，
アノテーションを取得した。最初に「音楽」タグ

を持つ動画の動画 ID を取得し，各動画に付随す
るアノテーションを収集した。アノテーション収

集にはニコニコ動画から公式に提供されている

API[3]を利用した。動画 ID リストの収集とアノ

テーション収集に時間差があるため，アノテー

ション取得の際に「音楽」タグが消えてしまって

いた動画もあった。  
373,265 個の動画のうち 5,828 個には「音楽」タ

グがアノテーション取得時には消えていた。

317,751 件の動画にロックされた「音楽」タグ，
49,686 件の動画にロックされていない「音楽」タ
グが付けられていた。  

4. タグの分析  

ニコニコ動画では，一つの動画あたり最大 10
個のタグが付与できる。タグには，投稿者がロッ

クする（他者による編集不可とする）タグと，一

般視聴者が自由に付与する非ロックタグがある。 



 

 

4.1. 全タグの分析  

収集した動画集合には，一意なタグが 356,362
個存在した。このうち 71%にあたる 251,540 個の
タグは「音楽」タグと一度しか共起しなかった。

一度だけ共起したタグは，他の視聴者をうならせ

るネタ的意味合いの強いタグや，付与された動画

固有の説明文となっているタグが散見された。こ

れらのタグは検索における効果は薄いものの，動

画コンテンツを盛り上げる要素となっている。  
図 1はタグの順位と出現頻度図（各軸は対数軸）

である。Zipf の法則にほぼ従う形となっている。 
 

 
図  1	
 タグの順位頻度図  

 
表 1 に上位 10 位のタグと出現頻度を示す。1

位の「ニコニコムービーメーカー」と第 5 位の「投
稿者コメント」は，ニコニコ動画のシステムが自

動付与するタグである。  
表  1	
 出現頻度上位１０位のタグ  

順位  出現頻度  タグ  
1 49007 ニコニコムービーメーカー  
2 34236 VOCALOID 
3 31002 作業用 BGM 
4 30255 初音ミク  
5 29689 投稿者コメント  
6 27950 洋楽  
7 17100 東方  
8 12993 ミクオリジナル曲  
9 11943 もっと評価されるべき  

10 9826 邦楽  
 
ニコニコムービーメーカーは，2008 年公開の静

止画と音声を組み合わせて動画ファイルを作る

無償ツールである。手軽に動画を制作できるため

人気がある。このツール経由の投稿動画には「ニ

コニコムービーメーカー」タグが，ロック状態で

自動付与される。  
「ニコニコムービーメーカー」が高頻度で出現

した理由は，音楽タグを持つ動画を解析対象にし

たためであろう。音楽動画は音声が主であり画面

は重要でない。同ツールが音楽を主題とした動画

を制作するのに向いていたために，高い頻度で出

現したと考えられる。  
5 位の「投稿者コメント」タグは，動画投稿者

がロックしたコメントを入れた場合に自動付与

される。なお，自動付与タグは投稿者が自発的に

タグロックを解除することで消去できる。  
自 動 付 与 タ グ で な い 高 出 現 頻 度 タ グ に は

「VOCALOID」「初音ミク」「ミクオリジナル曲」
等のボーカロイド関連タグがある。7 位の「東方」
はゲームソフトのシリーズ名で，特に BGM の評

判が高い。これらはニコニコ動画のサービス開始

から 2009 年後半までの，音楽タグのついた動画
の特徴を表している。  

4.2. ロックタグの分析  

次に動画投稿者がロックしたタグに注目した。

一意なロックタグ数は 66,582 個であった。一つの
動画のみ付与されているロックタグは 40,527 個，
60.9%であった。図 2 にロックタグの FR 図を描い
た。この図も Zipf の法則にほぼ従っている。  

 
図  2	
 ロックタグの順位頻度図  

 
表  2	
 出現頻度上位１０位のロックタグ  

順位  出現頻度  タグ  
1 44221 ニコニコムービーメーカー  
2 27059 投稿者コメント  
3 12872 初音ミク  
4 9422 作業用 BGM 
5 7123 VOCALOID 
6 6989 東方  
7 6895 洋楽  
8 6762 ＠BGM 推奨  
9 3766 ミクオリジナル曲  

10 3086 KAITO 

投稿者がロックしたタグには，検索に有用なタ



 

 

グに加え，先に述べたネタ的意味合いの強いもの

である，その動画固有の約束事や冗談などがあっ

た。  

4.3. 非ロックタグの分析  

最後に，ロックをかけられていないタグを分析

した。図 3 に非ロックタグの FR 図を示す。この
図も Zipf の法則に従っている。  

 
図  3  非ロックタグの順位頻度図  

 
表  3	
 出現頻度上位１０位の非ロックタグ  

順位  出現頻度  タグ  
1 27113 VOCALOID 
2 21600 作業用 BGM 
3 21053 洋楽  
4 17383 初音ミク  
5 11771 もっと評価されるべき  
6 10111 東方  
7 9445 邦楽  
8 9227 ミクオリジナル曲  
9 7140 PV 

10 6652 VOCALOID カバー曲  
 
9 位と第 10 位を除く他のタグは，表 1 の上位

10 位に入っている。ここで特徴的なことは，「もっ
と評価されるべき」と「邦楽」は，ほとんど非ロッ

ク状態で出現していたことである。「洋楽」タグ

のロック率が 24.7%であるのに対して，「邦楽」タ
グのロック率が 4.9%であったことは興味深い。  
非ロックタグは視聴者によって付与される。全

視聴者により編集可能であるため，削除されるこ

ともある。その中で，削除されずに残ったタグは，

その動画への視聴者の思い，共感が含まれている

と考えられる。例えば，「もっと評価されるべき」

タグは，良質動画にも関わらず再生数等の評価が

低い，あるいは存在自体認知されていないと感じ

られた場合に，視聴者側から自然発生的に付与さ

れていると考えられる。  

 

4.4. 再生数，コメント数，マイリスト登録数，
動画長の分析  

収集した全動画からランダムに 1,000 件を抽出
し，それらの動画再生数，コメント数，動画長に

ついて順位 -頻度をプロットした。動画長は秒を用
いている。  

 
図  4  順位 -再生数  

 

 
図  5  順位 -投稿コメント数  

 

 

図  6  順位 -動画長   
 
図 4,5は Zipfの法則の拡張である Lavaletteの法

則 [4]に近い。順位 -頻度のプロットが Lavalette の



 

 

法則に近くなる例として，はてなブックマークに

おける，URL の被ブックマーク数とその順位があ
る [5]。はてなブックマークは，話題となっている
URL を利用者に推薦するサービスを提供してい
る。文献 [6]では，多数の視聴者がチェックした動
画を自分もチェックするという視聴者の行動パ

ターンが広く存在するとき，平均値付近の頻度が

増加し，FR 図は Lavalette の法則に近い軌跡を描
く可能性があると指摘している。  
動画長は，81.5%の動画が 10 分以下で， 4 分以

上 5 分未満の動画が最も多い。一般的な楽曲の長
さは 5 分程度であり，ニコニコ動画でも音楽タグ
が付与された動画の多くは一曲分の長さを持つ

ことが分かる。  
最後に，再生数，コメント数，マイリスト登録

数，動画長 (play, comment, mylist, Length)について
相関係数を算出した。結果を表 4 に示す。  
 

表  4	
 相関係数  
play play    
comment 0.73 comment   
mylist 0.88 0.71 mylist  
length 0.01 0.05 0.02 length 
 
動画長は他の値と関係が無いことが分かる。つ

まり，長時間動画でも再生が多い場合もあり，ま

た動画が長くてもコメントは増えるとは限らな

い。一方，再生回数，コメント数，マイリスト登

録数は正の相関を持つ。特に再生数とマイリスト

登録数との相関は 9 割に近い。音楽カテゴリ全体
での再生回数，マイリスト数の降順ソートを比べ

たところ，上位 30 件の動画の内，23 件が同一の
動画であった。  
コメント数と再生数の相関は 7 割を超えたが，

マイリスト数と再生回数が見せた相関係数より

は若干低い。コメントをするべきでは無い，静か

な気持ちで閲覧したい動画や，たくさんコメント

を投稿して画面を賑やかに演出することが目的

の動画などが存在し，相関を崩したからだと考え

られる。  
 

5. 視聴者コメントの分析  

ここでは，ニコニコ動画最大の特徴であるコメ

ントの分析を述べる。  

5.1. コメント内の共感表現  

動画に対して視聴者が付与するコメントには，

しばしば視聴者が動画に向ける感情の切れ端が

含まれる。低い再生回数の動画であっても，視聴

者が楽しそうに動画を閲覧している様子はコメ

ントから伝わってくる。  
コメントに出現する単語には，動画に特定の単

語が頻出することもあるし，分野（カテゴリ）に

固有の単語もある。また，ニコニコ動画内で一般

的な文字列もある。たとえば，文字 w を用いたコ
メント高い頻度で出現する。  
ニコニコ動画には「warai」の略である文字「w」

を使って動画へのプラスの感情を表現する文化

がある。コメント内の w には，もとの意味である
「笑い」だけでなく，気分が高揚している状態全

般を表す語として多用されている。  
そのため，視聴者コメントから視聴者の共感度

を図ることが可能であると考えている。さらに，

共感度を使うことで動画推薦や動画ランキング

を実現できると考えられる。今回は，共感度分析

の前段階として，コメント内の「賞賛」や「笑い」

などの感情を読み取ることにした。  

5.2. コメント内の w 度  

動画の共感度解析の一例として，文字 w を用い
た解析を行った。先に述べたように，笑いなどの

感情が文字 w を用いたコメントで表されている。
そこで，視聴価値の高い（おもしろい）動画には，

共感を表す w が頻出するという仮説を立て，現在
その検証を行なっている。  
そこで，文字 w を用いた動画価値の新しい評価

手法を提案し，提案手法を用いたランキングシス

テムを試作した。このシステムでは，多分に興味

深い動画ランキングを実現できた。その上位に並

ぶ動画群は決して万人受けしない，しかし視聴者

のほとんどがその動画を楽しんでいる様子が，確

認できるものであった。  
 

6. 関連研究  

ニコニコ動画は，常に新しいサービスが実験的

に生み出されては運用が始まる変化の激しい場

であるために，自発的に研究・解析を行っていた

利用者も多い。2009 年 1 月には，自発的な研究を
行っていた研究者が，ニコニコ動画データ分析研

究発表会 [7]を開催した。末永匡は榊剛史らの論文
[8]に倣い，値を用いた単語間の関連度の指標を
使って，ニコニコ動画の folksonomy なタグ同士の
関連度を求めた [9]。文献 [10]はタグ毎の動画総再
生数は対数正規分布に従うとして，中央値から総

再生数を推定する手法を提案したものである。タ



 

 

グ同士の類似度とタグ毎の動画再生数の分布か

ら，任意の動画の再生回数が推定できれば，推定

値と実測値の類似度を用いてもっと評価される

べき動画を自動検出できる可能性がある。  
動画に付随するアノテーションは，動画の内容

検索に重要な意味を持つ。 Harald Sack らは
MPEG-7 のアノテーション構造を用いたインタ
フェースの例を示した [11]。  
また，にこぐらふ  [12]は，我々の手法 [6]と同

様に文字 w に着目した，動画のどの部分が面白い
のかを発見するサービスである。リクエストが

あった動画のみ最新 500 件のコメントを取得，時
間を横軸に文字 w の数と縦軸にグラフを描画し

て，動画毎の面白いポイントを視覚的に把握でき

るようにしている。2008 年 3 月のサービス開始か
らまもなく 2 年になる同サイトには現在，345 件
の動画が登録されている。独自の公開されていな

い計算式による「にこ率」も定義しており，にこ

率による登録動画ランキングも提供している。  
中村貴洋らは，ニコニコ動画のコメント情報を

コンテンツへのアノテーションと捉え，動画毎の

見所を自動検出する実験を行った [13]。コメント
の集中する箇所のサムネイル画像を並べ，視聴者

の印象に残ったと予想されるシーンをマンガ的

に表示するシステムを構築している。  
 

7. おわりに  

本論文ではニコニコ動画を対象に，視聴者から

付与されたアノテーションの分析をおこなった。

具体的には，動画のタグと，動画に寄せられたコ

メントを分析した。  
今後の課題は 3 つある。一つ目はタグ利用であ

る。タグ間の階層関係による動画の階層関係を考

えたい。また，タグとコメント内の単語関係を調

査したい。  
二つ目はコメントの詳細の分析である。現在の

所，コメント内の w しか解析できていない。他の
文字・単語について，出現頻度や共起関係を調査

したい。  
最後は視聴者の信頼度を評価したい。単語の頻

度解析だけでは，コメントを投稿した視聴者の価

値を考慮していない。気持ちをうまく代弁する良

質な視聴者のコメントは，他のコメントに比べ重

要視されるべきである。これらの問題を解決して

いきたい。  
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